
 

令和４(２０２２)年度 日本小学生バレーボール連盟 

 運営基本方針 

 

Ⅰ 基本理念 

コロナ禍で行われた東京オリンピックは、スポーツの持つ力を改めて私たちに伝えてく

れました。新型コロナウィルス感染症に対する状況は、今後もなお不透明です。しかし、

どのような時でも小学生バレーボールの根本は子どもがど真ん中にいることであり、これ

からも「ど真ん中に子どもがいる日本小学生バレーボール連盟」として、組織運営を推進

します。そして、アフターコロナとしての新たなステージに向けて、一人一人がバレーボ

ールを支えあい、さらにバレーボール人口増に結び付けることを念頭に、着実な一歩を進

めます。 

 

Ⅱ 運営基本方針 

 １ バレーボール人口増に結び付ける競技者拡大事業等の推進 

このコロナ禍における小学生バレーボーラーを取り巻く環境は、練習もできな

い状態が繰り返し続きました。小学生バレーボールの普及発展のためには、バレ

ーボールをする機会の拡充を図り、競技者拡大のための取り組みは急務です。 

今こそ子どもたちの未来につなげるための支援や事業を拡充し、小学生バレー

ボール人口増の取り組みを、継続的に進めます。 

 

２ 第 42回全日本バレーボール小学生大会の新たな大会運営の推進 

2 年連続の全国大会中止を経て、小学生バレーボールの全国大会は 3 年ぶり

に 1 都 3 県の関東での開催となります。コロナ禍での開催、選手村のない大会

という新たな大会運営を進める中で、みんなで大会を創り上げていきたいと思い

ます。 

 

３ 小学生バレーの魅力を伝える広報活動の拡充 

 ホームページの活用等情報伝達力の推進は、選手・保護者等々の小学生バレー

ボール関係者一人一人をつなぐ、重要なコンテンツです。また、コロナ禍におい

ては、より一層の積極的活用が重要であり、情報発信による広報・広聴活動の強

化・拡充を推進します。 

 

４．体罰・暴力・パワハラ撲滅のための取り組みの推進 

日小連等への「相談窓口」には、コロナ禍においても体罰のみならず各種ハラ

スメントなど様々な問題での相談が寄せられています。 

日小連では、都道府県小連をはじめＪＶＡ・スポーツ協会等の関係諸団体と連

携し、その撲滅に全力で取り組みます。 

 



 
 

 

 

５．日本小学生バレーボール連盟を支える人材の育成と連携（指導者・審判・役員等） 

小学生バレーボールの普及発展には、指導者・審判・役員等の人材の育成は不

可欠です。新型コロナウィルス感染症の拡大で、2 年連続で継続的に実施ができ

なかった指導者資格の更新制度の取り組みを進め、各都道府県での独自性を持っ

た更新講習会の実施支援を行い、各都道府県小連と連携した指導者育成に取り組

みます。 

また、審判・役員はじめ日本小学生バレーボール連盟に関わるすべての方々が、

「分かり合い、分かち合う」相互理解の中で、組織を支える人材の育成を図りま

す。 

 

６．未来につながる組織運営体制の構築 

日小連を取り巻く状況は、コロナの影響による環境変化や JVA 指導による事業

の自主運営への移行などもあり、ガバナンスの確保が求められています。小学生バ

レーボールの継続的な普及発展のための助成金活用や法人化検討を含めた未来に

つながる運営体制強化の構築を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


